
29.鉄鋼および非鉄金属製品

IRON′STEEL AND NONFERROUS仙⊆TALS PRODUCTS

日立金属工業株式会社39年度の特長ほ,生産設備の充実,新矧訂l

の開発,精選l冒1の増加などで,桟極性のあるなかに着実な進腱がみ

られた｡戸畑丁二場における連続鋳造設備の完了,チェソ1務諜の新

設,新製ぷ1一中子吹込棟の製造,高橋駿高カマレブルの増産,新コ

ンベヤ設備の開発など活発な活動が見られた｡

若松工場でほ近年とみに高まってきたU三社■拝1の精度に対比こ,高精

度,長方命の箋削一帥)研卿ぶよびり｢j発が進めらJLた｡また,安来⊥二場

は海綿鉄二L場の操業,20t電k炉の稼動,新鋼種の朋充,特殊川途

用鋼および伺加⊥｢㌧ハの榊発など践梅的な活動があった｡

桑名L二場ではオートフィン設肺の完‾rによるネジ抑)の弧化,新

品種バルブの開発,特殊用途継手の開発など加‾Ⅰ二度が高くかつl朝生

能,高能率なものが1消光さJtている｡探ノ=+二場ほ鋳造設肺の合邦化,

日本最初最大のマレブルふん脚立も調節式連続焼鈍かの新設などによ

り,従来にまして精度の届いものを,よi)二女左した状態で供給でき,

顧客先のライン化などに対応して威力を発揮している｡また,鋳物

砂水分計および同調節装言辞を開発,好評を得ている｡

熊谷工場は新設満3個年をむかえ,内容の充実も進み,輯合金鋳

物,ダイカスト製品,金型,永久磁石の各さ粥門に,マニホールドほ

かセットl札 加工l杭の開発,金型ダイセットの_允イ亡,マグネットん仁

用品クーラント･セパレータ,マグネチックプレート,マグネチッ

クロールなど新矧吊が相ついで開発され,新上場のたくましいエネ

ルギーを発揮している｡

日立製作所勝山工場は一Lrド年末完成した10t大形消耗電極式真

空アーク炉の順調な稼動により鍛鋼ロール,耐紫§鋼などの非金属介

在物,ガスおよび偏析が著しく減少した｡

また,鋳鋼■甘-としてはUSAサンルイス発電所納ポンプ水中ラソ

ナは外径約5.5mで18-8不鋳鋼製一体鋳造ランナとしては最大の

ものであi),これら大形鋳鋼ん-1にほ,Nプロセス,エアセットプロ

セスなどが大幅に取り入カtられl-】占矧昌J上に役だった｡

口iソニ化成工業株式会社においては/ト産技術の確立になおいっそう

の努力を払うとともに研究成果の南端化にも意を柱ぎそれぞれの分

野に新製品を送り出した｡

フェライト材料には代損失高速艇率MnlZn系フェライトと,高

周波用としてアンテナ･コアなどに適する初透磁率の温度変化がl■叫

期的に小さい材質の量産化にはいった｡

焼結摩擦材料には高速高荷重に耐え樺耗当剖生のすぐれたF-125な

開発し,しゅう励材には潤滑性をもったHITC-Bなどをけ臼発した｡

日立製作所治水_‾l二場では,連続鋳造による鋳鉄丸棒の増産,なら

びに鋳造設備の合理化の一環として開発を進めていた大形高速自動

鋳造装置が完成し量産に対して高精度で,より安定した状況で生産

できる体制が確立した｡またNプロセスによる自動造型装荷が開発

され鋳鉄鋳物品の品質向上に威力を発揮した｡

29.】.1日立8印ドレネジ継手

日立凸印ドレネジ継手(可鍛鋳鉄製ネジ込形排水管継手)に新たに

外ネジタッカソケット,ならびに抑除｢‾り寸ソケットの211‖-1種が山加

された｡これらはH木仕七公団のJヒ過仕様l-11-1として,今L月の公川住

宅に使用されるものである｡

(1)外ネジクッカソケット

塩ビ管とドレネジ淋-fとの接続に綾川するもので,こjL∃こでの

クッカソケットでは/くイブニップルな介して仕川しなければなら

なかったが,本山によれば外ネジにより山越抜統することがで

第1図 外ネジクッカソケット(左はパイプとの

按で†をホす破断l!■l】■)

蓼

第2図 掃l粍I+付きソケット 第3図 ガスメータ継手を用

いた接続

きる｡

ドレネジ継手ほ州革をパイプの内従にそろえねばならないた

め,外ネジ邦は肉厚が制限され,矧勾のものとなるが,口立マレ

ブルの陵秀性がこれを可能にしている｡

(2)掃除口付ソケット

ドレネジ配管における描除口は一脚こトレネジ継手のYの枝管

をネジプラグで｢矧閉して陸川するが,この掃除ロをフランジ付の

ふたとし,取付け,枇はずしを容為にし,配管の外観を損なわな

いように;没｢汁されたものである｡本■口】の外観を舞2図に示す｡

29.】.2:乾式ガスメータ才妾続用管継手

都市ガスを使用する一般家庭には,通常3灯用または5灯用の乾

式ガスメータがとりつけられる｡ガスメータ継手は,これらのガス

メータを供給管(ガス管)に接続する用途として開発された専用の管

継手で,鉛管をノ､ソダ付けする方法や,エルボやニップルを数多く

使うこれまでの方法に代わる画期的な接続法として,将来の伸長が

期待されている｡

ガスメータ継手を用いた接続状況を第3図に,またその構造を弟

4図に示す｡以下おもな特長を述べる｡

(1)通常メータの取り什けほ,メータの巾口金位掛こ合わせて

2木の供給管を配管し,なかば担保してから行なう｡このため,

供給管の配管には正確さが必要で,これまでの作業にはかなりの

手悶を要していた｡新たにl札発したガスメーク継手では,配管寸

法i･こいくらかの誤差があっても,策3図のS二i二管休かむ量以内の水
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第4図 力‾スメータ継手の構造

平面での取付位置調節が可能であり,またS字管スライド部長さ

だけ上下方向にも調節ができ,さらにパッキンによってメータの

多少の傾きも吸収できる｡

このため,メータまわりの配管は迅速容易となり,すっきりし

た形となった｡

(2)メータ口金へねじ込む砲金製ナット以外はすべてマレプル

製で,全面に溶融亜鉛メッキを施してある｡メータ自身の荷重や

外部から加わる振動衝撃にほ十分耐えることを実験的に確かめて

あり,またバッキソには,耐ガス,耐候性を重視して選定したア

クリロニトリル系合成ゴムを使用し,長期使用での安定性には特

に意を用いている｡

29･l･3 マレプル20kg/⊂m2アングル弁

従来マレブルバルブには標準品として玉形弁,仕切弁,避止弁の

3品目があったが,引続いて新たにアングル弁の生産を開始した｡

アングル弁の内部構造は玉形弁と同一であるが,入口と出口の方向

が直角になっていて管の曲り部分に使用して継手(ェルポ)とバルブ

を兼用することができ,また集中操作部などに使用する場合にも配

管が容易になる｡なお一般に玉形弁は流過抗抗が大きくしたがって

圧力損失も大きいのが欠点であるがアングル弁はま形弁に比べて流

過抵抗は約50%にまで減少する｡アングル弁の用途としてはこの

ほかに微小流量で使用する場合,ヨミ形弁でほ弁座部の流速によって

弁箱にエロ-ジョンをおこしやすいが,アングル弁を使用し,かつ

流れ方向を逆方向に用いることによってエロージョンの発生を防止

する効果が大きい｡このように各/ミルブにはそれぞれ特長があって

これらを有効に使い分けることによって合理的な配管設計を行なう

ことができる｡

アングル弁も呼ビ圧力は20kg/cm2であって,フランジ形,ネジ

込形のそれぞれ呼ビ2B(50A)以下のものを標準品として仕込生産

している｡弟5図にマレブル20kg/cm2フランジ形アングル弁を

示す｡

29･1･4 マレプル20k9/cm2ストレーナ

配管部品のうちでも特にバルブなどは正常な使用条件のもとでは

長い寿命を保持できるものであるが,液体中に異物,たとえばさび,

スケール,配管時の切屑などがまじるとたちまち弁座にかみ込んで

弁座漏れ事故を起こすことになる｡これらの異物は使用前十分にブ

ローされても完全にほ取りきれず,また使用中にも生ずることがあ

るから,配管中の適当な個所にこれら異物を取り除くためのストレ

ーナを取り付けることが配管併こf上きわめて有効である｡

日立金属ではバルブ煩の生産とともに,このバルブの保守を容易

にするためマレブルバルブの姉妹.枯として策占図に示すマレブルス

トレーナの生産を開始した｡このストレーナの呼ビ圧力ほ20kg/cm2

であってマレブルバルブと同じく本体はすべてマレプル製であり,

評 論 第47巻 第1号

第5図 マレプル20kg/cm2

フランジ形アングル弁

第6図 マレブル20kg/cm2
スト レーナ

スクリーンにほステンレス製金網を使用している｡構造は流過抵抗

のもっとも少ないY形を採用し,スクリーン中にたまった異物はふ

たに取り付けられたプラグをはずすことにより使用中に排出するこ

とができる｡

管との接続方式はフランジ形のものとネジ込形のもの2種類あ

り,いずれも呼ビ2B(50A)以下のものを標準品として仕込生産し

ている｡

29.2 高カマレブル製品

高力マレブルほ自動車用部品として多量に採用されているが,こ

れほハブ,デフケース類の大物と変速用シフトホーク,ロッカーア

ーム美白の小物とに大別される｡

この小物J†打パよ加工,組立上からきわめてきびしい寸法精度を要求

されるので多くの鋳仕上工数を要していたが,昨年これらの改善の

ため小物品連続鋳造設備(第4セット),湯口自動研削機,整形用ナ

ックルジョイントプレスを設置しその威力を発揮している｡

小物品連続鋳造設備は鋳型硬度90以上を目標とする高能率高圧

造型方式を採用したもので鋳放寸法の精度を向上し,湯口自動研削

機は湯口研削時間を大幅に短縮した｡またナックルジョイントプレ

スは,熱処理後の整形作業に使用するものでホットコイニングを実

施して完全整形を可能にした｡この一連の新営設備の稼動により小

物自動卓用｢■l/1の量産が一段と推進され各種の新規需要に応じられる

ようになった｡)

29.2.】 自動車三輪車部品

自動車用品として高カマレプルが採用された昭和34年に比べ昨

年の高力マレブルの生産量は飛躍的に増大しており遂に300t/月

を突破した｡

弟7図ほ日立高力マレブルの生産量の推移を示す｡

貿易の日由化に伴い,国内各自動申メーカーのコストダウンはま

すます積極的に推進されており,使用材質の再検討が活発に行なわ

れ,粗材量量が軽く,切削性が良好である高カマレブルは鍛造品な

どの代替としてますますその利用範囲を拡大している｡

日立高カマレブルほ自動車用品としてハブ,デフケース,シフト

ホーク,ロッカーアームなどに使用されていたが近年推進軸のスリ

ーブヨーク,フランジヨークなどに進出し好評を得ている｡

29.3 チ ェ
ー ン

生産設備の高能率化の傾向に伴い,チエ-ソの寿命が著しく増大

してきた｡牛如こチェーン生産技術の進歩に伴って,エスカレータ用

トレッドチェーンのようにきわめて精度の高いものや,土木機械用

チェーソ,メリーゴーランド式駐車ビル用主務チェーソ,ダム水門

用チェーンなどのような強く,大形のチェーソについても品質の進
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第7図 日立高カマレプルの生産推移

歩がみられた｡

一方,下水に対し独特の耐久性をもつ8印マレブルチェーソの真

価が認識され,はとんどすべての関係先で採用している｡

29.3.1ダム非常ゲート用キャタピラローラチェーン

大島二1二業株式会社に納入した湯田ダム用のキャタピラローラチュ

ーンは,形式はスチールチェーソと同様であるが,用途ほ高水圧の

加えられた扉体の上下運動を助けるためのものである｡したがって

一般のスチールチェーソとは異なり,リソクプレート,ピンほロー

ラの間隔を固定するために使用され,高水圧の加えられた扉体はロ

ーラにて受ける｡特にこのキャタピラローラチェーソは非常用であ

るため,リンク,ピソおよぴローラなどには腐食を防ぐため高級材

料が使用され,ローラに入れられる軸受としてはオイレス#500Ⅰミが

使用されている｡キャタピラローラチェーソの仕様は次のとおりで

ある｡

チェーソ仕様

チェーンピッチ

破 断 強 度

ロ ー

ラ 外径

チェーソ単垂

160111/m

50,000kg

155ゥi

242kg/mm

29.3.2 エスカレータ用トレッ

部品材料仕様

ピ ソ SUS27

リンクプレート SUS27

ロ ー ラ SNC2

ブシュオイレス ♯500B

ドローラチェーン

エスカレータはエレベータより輸送能力が大きいという利点があ

るため,広くデパート,銀行,駅その他に設置されている｡エスカ

レータは構造上チェーソコンベヤの一種とみなされるがその用途上

(a)絶対に安全であること｡

(b)運行がなめらかであること｡

(c)運行中は静かであること｡

が必要である｡そのため,これに使用されるトレッドチェーソは一

般の高級チェーソ以上の高度の性能が要求される｡今回量産を開始

したエスカレータ用トレッドチューンは次のような特長を有して

礼
h
川
い
川

､
.
∨

各部品公差が小さくしゅう動部のガタがほとんどない｡

チェーン内のしゅう動部分はすべて研摩仕上を施行する｡

チェーソーrii一および累桁ピッチの許容範脚が狭い｡

高精度を長年月維持できる｡

29.4 口
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第8図 ダム非常用ゲート用キャタピラローラチェーソ

第9図 ステイションビルに取り付けしぃのエスカレータ

29.5 鋳 鉄 製 品

29.5.1自動車用部品

自動車鋳鉄鋳物■枯としてR産自動車へ各種トランスミッショソケ

ース,ブレーキ･ドラム,マニホールドユキブースト,日野日動串

へ各種ギヤケース,ブレーキ･ドラムなどを納めている｡

ギヤケース頬は鋳肌‾､J一法精度が厳正でその鋳造に際しては厳重な

る管理の下で大形高速自動鋳造装置により鋳造される｡

本装琵の能力は従来の鋳造装置に比べ約2～3倍の造型能力をも

つとともに完全日動化され,鋳物占ilの占ち質が安定し高圧造型により

鋳肌寸法も向上し好評を博している｡

ドラムは保安部品であり特に耐摩末毛性の確保のため鋳造方案,材

質について調査検討し強靭鋳鉄を採用,好評を博している｡

目前に乗用車の口由化をひかえたわが同自動車産業は着々と生産

第10国 日産自動車株式会社納トランスミッショソケース

ー247Ⅶ
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第11図 ハブ フロントの鋳仕_トライソ

態勢を確立し,生産台数も増大してきている｡

自動申用マレブル部ん■lの+三産を行なっているH_､二と金属て二業株式会

社深川工場では,生産台数の増人に伴う部品の供給を確保するため,

世界の鋳造工場に先駆して卜8期化ラインそ巨産方式をとり入れ,生産

のライン化と合理化を実施し詰;要量の確保と部品の原触低減を囲っ

ている｡

第1】図は乗用車用フロントホイールハブの鋳仕上作業のライン

で製品はコンベヤによって流され0.1秒のタクトで掲口の切帆湯

口,鋳バリの研削,プレスによる整形,検査ならびに塗装が行なわ

れ,ラインを出た製品は直ちに顧客に向けて発送される｡このライ

ン化はホイールハブのほか,ステアリングハウジング,ギヤキャリ

ヤーなどのおもなるマレブル部｢措く･こ実施されている｡

29t5･2 アメリカ向け果樹園ヒータ部品

アメリカ西海岸のカリフオルニヤ州は温暖な気恢に恵まれてオレ

ンジやレモンなどの果実類の産地として有名である｡これらの果実

類は冷害に非常に弓弓く父温が‾‾F▲り過ぎると一晩のうちに大きな被告

をうけるので,この地方では重油を燃料とするヒータを用いている｡

ヒータの構造はきわめて簡単なブリキ板製で,燃焼部と燃料タンク

を組み合わせその間を煙道で連結したもので樺道の一部に`チ真の部

品が使われている｡

この部l訂1は年間10万僻くらいの詰;要があるが,とりあえず5,000

個の輸出に成功した｡鋳放しのまま先方の部■l----と机み合わせて使う

ので1J‾‾法が正確でなければならないことと肉厚が2.7mmという蒋

肉鋳物であることが特長である｡鋳造作業は連続鋳造設肺を駆使し

て量産化に成功し輸肘後もー先方でわ｢計を得ている｡

29,る 鋳 鋼 品

鋳鋼品の用途は次第に特殊な分野に広がF),耐食性,耐摩耗性な

ど材質的に非常に高度のものが要求されるようになってきた｡また

使用上から品質に対する要求もきびしくなり寸法精度の向__Lはもち

ろん鋳造欠陥の皆無なことが要求されている｡

一方造型技術も近年長足の進歩をとげNプロセス,エアセットプ

ロセスの応用,発熱剤の利用などによって大いにl◆jrIl空耳カミ改発されて

いる｡

29.る.1車両用軸箱

昨年10月に日本国有鉄道東海道新幹線が開業したがこれiこは国内

技術の粋を結集して製作された電車が走行している｡この電車用軸

箱を日立金属工業戸畑工場で製作したが,この電巾の台中は高速二

軸ボギーで形式的にはIS式と呼ばれるものであり軸箱はしゅう動

部分のまったくない板バネ緊定式である｡したがって従来形に比べ

一段と高精度になっており,かつ気圧テストの指定があるため鋳造

上,工作上とも高度の製造技術が要求され,工場の総力をあげて完

成したものである｡

孝吉12図 アメリカへ輸rHした果樹園ヒータ部■甘】

第13図 国鉄東海道新幹線電車

用軸符

弟13図はその軸箱本体を示す｡

またfう了†年に引続き輸桝も活発で,インドヒソダスタンエヤクラフ

ト向け1,200個および光汗精工株式会社経由トルコ国鉄向け2,540

個の大量輸出を行なった｡これは日立金属の製造技術が高く評価さ

れた結果であって,今後ますます飛躍することが期待される｡

29.る.2 微粉炭製造機用粉砕卓輸

火力発電所の石炭たきボイラには微粉炭が燃料として用いられ

る｡策14図は石炭を粉砕するための粉砕輪で,上下の粉砕輪の間

にポールがあF)回転しながら微粉炭を製造するものである｡

その使用ヒすぐれた耐摩耗性と耐スポール性が要求される｡材質

は特殊な成分のNi-Cr--Mo鋳鋼が用いられ,ボールとの接触面には

欠陥の存在が許されない｡

29.る.3 船舶自動接岸用プロペラ

瓜近地造される新顔船にほタグボートの助けによらず11プJで接岸

できるように船体を桃方向に移動させる装躍を有するものがある｡

この装掛か-r変ピッチ形のプロペラで,海水中に常に浸潰されてい

るため耐食性が必要とされる｡また鋳物として寸法精度が高く表面

がなめらかでタこ陥のないことが要求さjtる(〕

今回三菱電工米株式会社より鋳鋼l甘lを受狂し製造した｡材質ほ耐

第14図 微粉炭械 用 粉 砕 輪

Ⅶ248-
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第15岡18-8鈎▼鋼 馳 ラ ン 十

第16l_X160MWクーービンドーーケ､ニ【トノト

び

第17L窒†ク ラ ンク シ ャ フト

海水性にすぐれた25Cr--5Nj--2Mo鋳鋼である【二､

29.る.4 アメリカ合衆国サンルイス発電所納ポンプ水車ランナ

ト1群集竺作所では･巨福機;そ詩=J鋳鍛鋼l】ll-1む■l-‾`こか｢)=′衷で;卓川;し,よ三

村から製■■i-ほで舵･托な■■■‾げモ管州のもとに-･ムーも■しで拳法逃しているが,

今凹アノりカJT衆l-こItlこりホンブ水･い:川ランナノン受i■iミし湖作巾で

ある｡

このランナほ18-8ステンレス鋳鋼一歩珪一体鋳造でぁり,外f子は約

5,500mlllでわが凹で鋳造されたステンレス鋳鋼l■‖■lとしては出ノ(の

ものである｡

弟15図はランナの外観をホすし.

29.7 鍛 銅 品

39イH生も前■牛にりは続いて水九火力路子訓一牒与銅ハ■】-はL附11仙ナが

多く,水プノでは7メリカ｢十村一三lのサンノ′Lナス､ナノし-一メサはドガ)各

_充屯所の水･i上‾†三州なドノびに終∫■'肘Il■1火ノJでは｢ンドのコタクデム発
電所などの発′■E機シャフト,タービンローークならびに糾糾l【-ノ左丁あい

ついでソ亡成し,なお イ糾乍業中であるL_.

化tうご:_上二業川としてもlトt′ニボイラ株ノ〔三ミ什11しl‾二場〃‾)■】.1=三ポリエチレ

ンのリアクタ仙■Il'lろ州1三恥エリlさ続いて納ノ､Lた

そのほか州ト【iしプレス川コンテナジャナットにルTn CI･-Mo鋼の

新鋼縄を開発し帆汁む糾こ_.1r卜39イH如こ川-･け亡さjした抑肘■】ホよ

び記鈷■lr■lの一-､溺を抑介するし､

非 鉄 金 属 製 ふ1 249

謀‡18凶 コ ン テ ナ ジ ャ
ケ
ット

29.7.1発電プラント用鍛銅品

第1る図は附仰=-HノJ60MWのタービンロー_タシャフトで,付望て

はCr-Mo-Ⅴ銅を使川し,鍛造屯量41t,使川鋼塊80tで東員,‾＼ト

法の山でi記組■11'1である.二)

木ロータシャフトt･土,高r上および代rh子持分が一仙のため高～九左のク

リープ組析放さが嫉く,しかも妄温付近の街慣値の高いことが要求

さJLたが,冷徹試験,検咋においてかかる仕様を机妃し,隊秀な性

能を石することが明らかにされた｡

また+二.如こ引き続き,インド,コククデムIr-+け紆FE機ロータシャ

フトをはじめ,終極ロータシャフトを払出し,いずJtも1-‡好な成績

な収めた｡,

なお,これr)に付随している満作純水加熱肘1一川く1主なども仙峠に

r集注造され,li-･〕様に山什なあ一言火なおさめている(二.

29.7.2 クランクシャフト

第17図ほ川帆‾｢二域が,大脇和イ柑【1株式会什へ納入する紙肝コン

プレッ→H【‾1の人形クランクシャフトで,ピン祁径3201--m†ら,全長

8,0()011111ュJ,鍛う出巾量15t,他州鋼塊30tであるこ.

心■.■】.の粘告ノブ掛まJ'〔竺托鉢追による銅塊を他川して州f】;りこ肺なl妨†卜

し,鍛i近作業においてほ放l'lの作業ノブ式を採川してンヒ成した(1

29.7.3 コンテナジャケット

舞ほ図は什i二仁花組株式会祉へ納人した抑出プレス川のコンテナ

ジャケットで,ト勺禿てJ,外缶壬fほ口_1ソニ金拭で鮎宣L,コンテナジャケッ

トは勝l‾li_り易で鮎占し,かつ触よめン三城したものである.-〕

コン′テナジャケットの++■fては新郎種のMn-Cr-Mo鋼で,推さ解,

鍛造,.洞門の終1二手山こおいで入念な作業計l巾のもとに作業が逐子‾fさ

れたものである｡

29.8 特 殊 鋼

R立金属安来工場でほ,f巨産設備の拡充合即化,さらに11‖-一宇ての向

上と均一仙こ努めているが,【脚口38年に甜巨!亡された3,000tプレス

に引続き,20t電気炉,大形窒化炉の新設,大形依然の増設などに

ょり,大形製■一汁!-の朋充にうリノしたし∴Eた,帥殊鋼鋳造■‖-1の開発にち予

め,遠心鋳造与甜たの.那′た,ロストワックス鋳造.馴紳)設掛こより,

l′l動l柳川川■--,プレコン/ミッシコソナヤソバーの1h准に成功した｡

次に,Ⅳ綿+39何度における仙殊鋼新i払■ll】lの一.､■耶む糾介するく〕

29.8.1高炭素YX仙1について

Mo系高速性鋼の台イヨ`ノ仁義のうち,もっとも顕著な妙果を与える

ものはCである｡ヤスキ高速吐鋼YXMl(SKH9和ごう)なノ.蛸創成分

とし,C鼓を().6(1グ古かド〕1.3%まで変化させた域rTの.捌年能につい

て肝先の結果,1%Cを･含むYXMlは種々の性矧こ一対し,きわめて

すく､､′寺した性台巨を発作することを確認しじ=】すなわら

(1)高い焼ノノj址比と人きな焼損挑抗を′+ミす｡
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1./▲

祈21同 心大形タイ′∴-(/柑門Ni-Cr-Ⅴ鋼ぃつ加†‾】二状況

(2)HIく(C､)651+､上〃〕r‡■い､耽りj7rか斐他州です､て-'れたし､ん性を

示す｡

(3)切捌11耐久件を上削【ける

(4)築堤道上特に困難な1‾F_ij王逆至はない｡

第19図に各軸処刑硬｢空によ寸応するノー上火吸収エネ′こ′キー(抗折ふし鮫

にニーゴける■)の問様な,舞20図にC品と抑帥肘久吋l別のl;をト掠を示すし1

り､卜より,事亡Jj C,YXⅣIlミーt汁柿ミリノブカツク【ホブカック､あ

るいはドリル柑など.とLてC()丁キー川一寸J油性州と｢q′二手叫斗稚ンン禿糾す

るものと期待されているし.

29.8.2 射出,押出成形轢用部品の開発

自動車,弱電機,化学繊維二1二業部門などにて応近ム7_)ぎましい発展

をとげたプラスチック,ダイカストち軌吊ほ射出成形枚,押出成形機に

より多量生産がなされている｡従来から金型材にほ17スキ形鋼がシ

ェアーを大幅に伸長しつつあるが,この種機械の主要部品タイバー

シリンダ,スクリューなどにもヤスキ高級特殊鋼が使用され好評を

博している｡タイバーはCl一-Mo,Ni-Cr-M()系桝道川f†金銅が一般

的に使用され,大形l?パこなると第21図に示すエうに力量大径約530

mm,長さ約7m,重違約3t組立のものがある｡引粧強さ,疲労

耕さを考覆し,かつ長八物であるたこ㌔)機械加工中や使用中にひずみ

が発生Lないよう特殊熱処川キ施している.ニ

スリーブ,スクリューにほSACMl,DACなど叫寸田が他用さ

れ,第22図にホすようにスリーブJ勺而iとスグリ二′_-外仙如とはしゅ

う動するた桝郎E,焼付け税敏があり,こが川軌卜に賃化処邦を行な

っている｡スクリュー外†.-川二は一拉遣のポリエチレン,塩化ビニー

ルなどを射出または抑出するため第23図のように特殊形状になっ

ているので,柑殊な加二】二装f糾こユリ加工を･仙′よっている｡窒化に際

｢■rT

論諏汀

二
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小

■rL7jり･､1ト(12少)

l).9 l.0 1.1

L 1
1

切門l摘J‾久帖間にもl[はすCの克汐与警

1,240℃

550×しトト1)
575×(1＋1)

第22図 7クリル系プラスチックの射出成形川

シリンダスクリュー窒化ソこ岐■1r-】

謀吉2二う】父l特殊ヒッチの射け‡用スクリュー

1,000

900

三 800

阜当

誉

700

520｢し二･臥L-

565C(二):40ト11･

2j呈で化姓月し

+
ん 0.10.2 0.3 0.4 0.5 0_6 0.7 0.8 0.91.0

1l
--

--1帖卜子■r†;nl;

第24Lズ11〕ACシりング部l冒】の窒化処理の一例

してほ窒化敵度,深さ,ひずみには特iこ厳重な管理を行なってい

る｡使用条件,材質などな考慮した窒化サイクル,寸法形状面から
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のひずみ防止の中間ひずみ取プロセス標準を設定,製作している｡

射出または押出成形機械の精度,耐摩耗性,寿命には讃しい向上が

見られている｡

29.9 磁 性 材 料

29.9.1 フェライトコア

(1)高透磁率材

最近,フェライト材料の透磁率が飛躍的に向上し,従来,ケイ

素鋼板,パーマロイなどの金属磁性材料を使用していた分野に進

出しつつある｡この観点から,高透磁率Mn-Zn系フェライト材

料の開発を進め,低損失で増分透磁ヰ特別生のすぐれた材料(LH-2

材)ならびに,最大透磁ヰミの高い材料(LH--3材)の量産化に成

功した｡

通信機用各種コアの小形化,高性能化に役だっており,大幅な

新用途が閃かれつつある｡弟1表にその特件を示す｡

第1表 高透磁率材特件仕様

■磁

度
力
点
数
数
‥

田
川
適材ま磁ル係係

▼

大
束

蛙
失

一
初
最
磁
抗
キ
温
択

名

～古‾∫
′1◆l

磁 率

BlOり_壬且11SS)

(Oe)

(℃)

(』/イ/∠02+71)

(tan∂ル0)

使 用 J詞 波 数(kc)

LH-2木す

3,000±15%

6,000±20%

4,000

0.10

150℃

±1.2×10‾6以下

20×10】6以‾F

(10kc)

30以‾F

LH-3材

5,000±15%

13,000±20%

3,000

0.05

85℃

十2×10‾6以‾‾‾lこ

10×10‾6以‾F

(2kc)

10以下

(2)低温度係数材

高周波磁性材料として,フェライトアンテナコア,ネジコアな

どとして,広い用途を持つNi-Zn系フェライト材料に,初透磁率

の温度変化の画期的に小さいMP-6材を開発,量産化した｡弟2

表にその特性を,第8図に初透磁率の温度変化の様子を示すが,

これはBC-SW常用アンテナコアとしての損失の周波数特性も従

来市販材料に比較して,非常にすぐれたものである｡

第2表 MP-6材特性 仕様

串
率
度
山
気
数

磁
磁
密

磁
係

透

磁

遠
大
束

留
失

初
皿
収
磁
抗
残
抗

BlO(Cnuss)

(Oe)

(Gauss)

(tan`ヲ/川)

温 度 係 数(JJイ/`02+r)

使 用 周 波 数(Mc)

90Ⅰ誓3%
270

2,600

2.7

1,200

2.4×10-5

5.9×10‾5

10×10‾6

20以下

以下(1Mc)

以‾F(10Mc)

以‾F(-10～十50℃)

29.10 鋼鉄合金製品

鋼鉄溶製合金に自己潤滑性を与えることにより,集電しゅう動材

(電車すり板,トロリーホイールなど)として自分白身および相手材

第26閑 HFC-B 材

非 鉄 金 銭 観 .-∫‖

㌔
■
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ミ
ご
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t■｡l_性 ド(丁ノ
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第251基IMP-6材の初速磁率の手品性変化

の摩耗を小さくした合金の【j｢j発に成功した｡

29.10.】しゅ う動材料

鋼鉄桁尊皇合金ほ銅を川手村としてしゅう励享打記した場√†にほ,=

身の摩耗罷はきわめて少なく,柏手材の惟糀も低絨させることが叶

能となった｡HFC-B材ほ本系統に属し,銅および鉄を丁半成分とす

る桁製合金であり,耐アーク性にもすく､､れた材料である〔)第3表に

本村の性既を示す｡

第3去 HFC-B 材 の 性 門

引磁ミリ強さ(kg/cm2)

12.1 イ【f】-:竺さ-l臥享4f:1tB)

29.1】籾

自動中丁実の仲良とともに,

I㍉1も瀕しく増加の帆‾こ小を示し,

善し,機櫨をlこけ上することヤ,

比帆帆(/～JノーCmJ

15.7

末 冶 金

日動巾関係に佐川される粉+三拝i金製

すでに使われているもののq■て1与件を改

また新規の11■円心よび汗即■Ii■の限発研

究なども柑釧勺に進められている._〕

29.11.1放電加工用電極材

鍍-タングステンおよび銅-タングステン花梯ほ精呼子什l二加‾1二用と

して広く使用されているが,このたびFii+発した`rE極材は,これまで

の材料の組織を一･･段と徴純化 均一化することに成功したもので,

これによっで杜絶の向上とともに,これまでの材料にあー)がちな編

析がないので女心して使1-!Jすることができる(ノ

特 長

(1)加工速度が大きい｡

徴鮒約織なので放侶の二女定性に`.･;亡んでニl■ゴり,異常放てにも少なく,

第4ニノミ 一 般 粘 性

＼
､＼_＼ 材 料

要 一+

密 度
(g/cm3)

離 さ

(HRB)

電気伝屯■;数
(IACS%)

泳いタングステン

14.4′-14.6

103～105

45～46

海

(a二)Ag-W′▲E梅村

】 251-

糾･タングステン

14.1～14.3

92一～95

47～50

(b)Ctl-W屯梅村

第27巨三1放電加∴l二用屯棒材の別紙写典
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試験iさユ性(OC)

第2∂｢当 氾圧による硬さの変化

加+二に無期がない｡

(2)両荒れが少ない｡

均一な組織の材質で仙析部がなく,什上

精度はきわめて良好である｡

(3)椚耗が少ない｡

硬度,じん性が高いので消耗が少なく,

長時間の使用に耐える｡

29･l】.2 焼結摩擦材料

高速,高荷重にl耐える惟擦材既の研究を進

め,第5表に示す材既を開発した｡

ニッカロイ焼結例祭材料は,荷帝が一定の

場合,他社占21に比較して摩擦係数にあまり差

はないが,高速iこおける耐梓耗性が良好で,

`な
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節29Lズ1高叔摩耗特性(300､400℃)

第5末 ニッカロイと他恥■-｢-の摩擦特性比較
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材 質

ニッカロ

イ摩擦材

一

FI

F125

FlO2

1

摩擦係数

0.30

0.36

(0.17)

0.35

0.3

0.34

(0.15)

試験方法JISD4311

試験条件押付止力

(〕内はi■良フ℃

掛こF125が著しくJ_納戸である亡,耐摩耗性の向上ほ高温にこおける硬

度が高いことも一つの原l人tと考えられる.〕すなわちF125の高温硬

さは,Cu-A1203分散耕化形鋼合金以上の離さを示す｡

5

輝宗毛串

僅デC′′

j菜
5.9

2.6

15 1 20

】摩末毛率

槻係数書(×10■7ccノ
ー.一旦印t)

0･29 Ll･80

0･3411･20

(0･14)い0･014)
0.39 ≠ 7.60

0.28

三三ニ‾-Fぷ-〕
2.90

7.00

(0.13)

摩擦係数

0.30

0.35

(0.12)

4.70

1.80

(0.016)

躾`甫樺耗

0･29l7･30
児 常 惟 耗

(0.08=(0.15)

摘 要

乾式‾頂｢帝京画
材空言

乾ン℃

ミも止ノし;中荷必用代表材質

乾式;退荷車f℃未的材質

乾式;高速高荷前

乾式;iて1縦長用

湿式;小壷荷重用

8kg/m2 相下付FC25 澗榔由SAE拝30

300℃～400℃高話且の試験温蛙で,ニッカロイ摩擦材料は摩擦係数

の変化はゆるやかで,耐件紺鞍は潔しく良好で,比較的温度の影響

を受(ナないといえる.+
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